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野村PIMCO・米国ハイ・イールド債券投信
（豪ドルコース） 

年2回決算型 
運用報告書(全体版)

 
第16期（決算日2017年８月25日） 

 
作成対象期間（2017年２月28日～2017年８月25日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／海外／債券 
信 託 期 間 2009年９月９日から2019年８月26日までです。 

運 用 方 針 

主として、円建ての外国投資信託であるPIMCO USハイ・イールド・ストラテジー・ファンドB-J（AUD）受益証券および円建ての国内籍の投資信
託である野村マネーポートフォリオ マザーファンド受益証券への投資を通じて、米ドル建ての高利回り事業債（「ハイ・イールド・ボンド」ま
たは「ハイ・イールド債」といいます。）を実質的な主要投資対象とし、高水準のインカムゲインの確保と中長期的な信託財産の成長を図ること
を目的として運用を行います。各受益証券への投資比率は、通常の状況においては、PIMCO USハイ・イールド・ストラテジー・ファンドB-J（AUD）
受益証券への投資を中心としますが、特に制限は設けず、各投資対象ファンドの収益性および流動性ならびに当ファンドの資金動向等を勘案の
うえ決定することを基本とします。 

主な投資対象 

野村PIMCO・米国ハイ・イールド債券投信 
（豪ドルコース）年2回決算型 

PIMCO USハイ・イールド・ストラテジー・ファンドB-J（AUD）受益証券および野村マネーポートフォ
リオ マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、コマーシャル・ペーパー等の短期有
価証券ならびに短期金融商品等に直接投資する場合があります。 

PIMCO USハイ・イールド・ 
ストラテジー・ファンドB-J（AUD） 

PIMCO バミューダUSハイ・イールド・ストラテジー・ファンド（Ｍ）受益証券への投資を通じて、米
ドル建ての高利回り事業債を実質的な主要投資対象とします。 

野村マネーポートフォリオ 
マザーファンド 

本邦通貨表示の短期有価証券を主要投資対象とします。 

主な投資制限 

野村PIMCO・米国ハイ・イールド債券投信 
（豪ドルコース）年2回決算型 

投資信託証券への投資割合には制限を設けません。 
外貨建て資産への直接投資は行いません。 

野村マネーポートフォリオ 
マザーファンド 

株式への投資は行いません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた利子・配当等収益と売買益等から、基準価額水準等を勘案して分配します。 
留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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野村PIMCO・米国ハイ・イールド債券投信（豪ドルコース）年2回決算型

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額

債   券
組 入 比 率

債   券
先 物 比 率

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産
総 額(分配落) 

税 込 み
分 配 金

期 中
騰 落 率

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

12期(2015年８月25日) 18,339 10 △10.2 0.1 － 97.7 161

13期(2016年２月25日) 16,706 10 △ 8.8 0.0 － 97.3 170

14期(2016年８月25日) 17,824 10 6.8 0.0 － 97.8 255

15期(2017年２月27日) 20,721 10 16.3 0.0 － 82.1 264

16期(2017年８月25日) 21,287 10 2.8 0.0 － 97.6 175
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊当ファンドは、主として外国籍ファンドに投資するファンド・オブ・ファンズであり、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチ

マーク等はありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日
基 準 価 額 債   券

組 入 比 率
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託
証   券
組 入 比 率 騰 落 率

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％

2017年２月27日 20,721 － 0.0 － 82.1

２月末 20,723 0.0 0.0 － 98.0

３月末 20,516 △1.0 0.0 － 98.3

４月末 20,099 △3.0 0.0 － 98.4

５月末 20,255 △2.2 0.0 － 87.1

６月末 21,183 2.2 0.0 － 98.6

７月末 21,948 5.9 0.0 － 98.8

(期  末)   

2017年８月25日 21,297 2.8 0.0 － 97.6
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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野村PIMCO・米国ハイ・イールド債券投信（豪ドルコース）年2回決算型

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2017年２月27日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なり、また、ファンドの購入価額により課税条件も異なりま

すので、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

・実質的に投資しているハイ・イールド債券からのインカムゲイン（利息収入） 

・実質的に投資しているハイ・イールド債からのキャピタルゲイン（またはロス）（価格変動

損益） 

・為替取引によるコスト（金利差相当分の費用）またはプレミアム（金利差相当分の収益） 

・円／豪ドルの為替変動 
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野村PIMCO・米国ハイ・イールド債券投信（豪ドルコース）年2回決算型

○投資環境 

＜米国ハイ・イールド債市場＞ 
米国ハイ・イールド債市場の騰落は以下のようになりました。 

 

  
米国ハイ・イールド債市場は、当作成期首から５月下旬にかけては、米国での医療保険制度

改革法の代替法案をめぐる混乱から、トランプ政権の政策遂行能力が不安視されたことなどを
背景に、下落する局面もありましたが、底堅く推移する原油価格などを受けて上昇基調で推移
しました。５月下旬から６月末にかけては、世界的な原油の供給過剰に対する警戒感の高まり
から原油価格が下落したことなどを受けて軟調に推移する場面もありましたが、その後、イエ
レンFRB（米連邦準備制度理事会）議長による議会証言を受けて、今後の金融引き締めペース
が緩やかになるとの見方が強まったことや、原油価格が上昇したことなどを背景に堅調に推移
し、当作成期を通じて米国ハイ・イールド債市場は上昇しました。 
 

＜為替レートの推移＞ 
豪ドルの円に対する為替レートは以下のように推移いたしました。 
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野村PIMCO・米国ハイ・イールド債券投信（豪ドルコース）年2回決算型

○当ファンドのポートフォリオ 

［野村PIMCO・米国ハイ・イールド債券投信（豪ドルコース）年2回決算型］ 

［PIMCO USハイ・イールド・ストラテジー・ファンドB-J（AUD）］および［野村マネーポー

トフォリオ マザーファンド］の受益証券を主要投資対象とし、投資の中心とする［PIMCO US

ハイ・イールド・ストラテジー・ファンドB-J（AUD）］の受益証券への投資比率を概ね90％以

上に維持しました。 

 

［PIMCO USハイ・イールド・ストラテジー・ファンドB-J（AUD）］ 

主要投資対象である［PIMCO バミューダUSハイ・イールド・ストラテジー・ファンド（M）］

のハイ・イールド債ポートフォリオでは、ハイ・イールド債券を概ね高位に組入れました。 

外部環境の変化に対し耐性を持たせることに配慮したセクター選別を継続しました。具体的

には、参入障壁が高く、先進国における高齢化の進行が好材料になると考えられる医薬品や米

景気回復の恩恵を受けると考えられる建設資材等の投資比率をオーバーウェイト（ベンチマー

クに比べ高めの投資比率）とする一方、中国の経済成長が減速するなか資源価格の変動の影響

を受けやすいと考えられる金属・鉱業やエネルギー関連のセクターへの投資比率をアンダー

ウェイト（ベンチマークに比べ低めの投資比率）としました。 

 

［野村マネーポートフォリオ マザーファンド］ 

残存期間の短い高格付けの公社債によってポートフォリオを構築し、流動性に関しては、

コール・ローン等により運用いたしました。 

 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは、主として外国籍ファンドに投

資するファンド・オブ・ファンズであり、値動

きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチ

マーク等はありません。 

グラフは、期中の当ファンドの期別基準価額

騰落率です。 
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野村PIMCO・米国ハイ・イールド債券投信（豪ドルコース）年2回決算型

◎分配金 

収益分配金については、基準価額の水準等を勘案して決定しました。 

留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第16期 

2017年２月28日～ 
2017年８月25日 

当期分配金 10 

(対基準価額比率) 0.047％

 当期の収益 10 

 当期の収益以外 － 

翌期繰越分配対象額 15,787 
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

◎今後の運用方針 

［野村PIMCO・米国ハイ・イールド債券投信（豪ドルコース）年2回決算型］ 

［PIMCO USハイ・イールド・ストラテジー・ファンドB-J（AUD）］受益証券および［野村マ

ネーポートフォリオ マザーファンド］受益証券を主要投資対象とし、投資の中心とする

［PIMCO USハイ・イールド・ストラテジー・ファンドB-J（AUD）］受益証券への投資比率を概

ね90％以上に維持します。 

 

［PIMCO USハイ・イールド・ストラテジー・ファンドB-J（AUD）］ 

米ドル建ての高利回り事業債（「ハイ・イールド・ボンド」または「ハイ・イールド債」と

いいます。）を主要投資対象とし、インカムゲインの確保に加え、中長期的なキャピタルゲイ

ンの獲得を目指します。また、外国為替予約取引、為替先渡取引、直物為替先渡取引等を活用

し、米ドル建て資産について、原則として米ドルを売り、豪ドルを買う為替取引を行ないます。 

 

米国では、賃金と住宅価格の上昇が続く環境下、米国経済の約７割を占める個人消費がけん

引役となり、自律的な経済成長が進むことが想定されます。また、トランプ大統領は減税やイ

ンフラ投資などの景気刺激策に焦点を当てている点から、中長期的に米国経済を展望する上で

サポート材料であると考えられます。しかし、当面は、同氏の政権運営の舵取りに不確実性が

残るため、市場の変動性が高まる可能性がある点には注意を要します。 
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野村PIMCO・米国ハイ・イールド債券投信（豪ドルコース）年2回決算型

一方で、米国ハイ・イールド債券のデフォルト（債務不履行）率は、引き続き過去平均と比

較しても低水準にとどまっており、今後もその傾向は維持されると考えられます。また、先進

国の中央銀行による金融緩和を背景に低金利環境が続く中で米国ハイ・イールド債券の相対的

に高い利回りに対する投資家の需要がある点も、米国ハイ・イールド債券のサポート要因であ

ると考えます。 

運用に関しては、上述の見通しの下、マクロ環境の変化に対する耐性なども配慮しながら業

種・銘柄選択を行なう方針です。具体的には、米国の景気回復の恩恵を受ける建設資材などの

投資比率を多めとすることを検討します。一方、資源価格の変動の影響を受けやすいと考えら

れる金属・鉱業やエネルギー関連のセクターへの投資比率を少なめとすることを検討します。 

 

なお、当ファンドは証拠金規制に則り、規制対象取引の評価損益について取引の相手方と証

拠金の授受を行なう場合があります。 

 

［野村マネーポートフォリオ マザーファンド］ 

今後も、残存期間の短い公社債やコマーシャル・ペーパー等の短期有価証券への投資を行な

い、あわせてコール・ローン等で運用を行なうことで流動性の確保を図って運用いたします。 

日本銀行によるマイナス金利政策のもと、主要な投資対象となる公社債の利回りや余資運用

の際のコール・ローンの金利もマイナスとなる中、マイナス利回りの資産への投資等を通じて、

基準価額が下落することが想定されますのでご留意ください。 

 

引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

 
※店頭デリバティブ取引に関する国際的な規制強化について 

店頭デリバティブ取引等の金融取引に関して、国際的に規制の強化が行われており、ファンドが実質的に活用する当該金融取引が当該規

制強化等の影響をうけ、当該金融取引を行うための担保として現金等を提供する必要がある場合があります。その場合、追加的に現金等

を保有するため、ファンドの実質的な主要投資対象の組入比率が下がり、高位に組入れた場合に期待される投資効果が得られないことが

想定されます。また、その結果として、実質的な主要投資対象を高位に組入れた場合と比べてファンドのパフォーマンスが悪化する場合

があります。 
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野村PIMCO・米国ハイ・イールド債券投信（豪ドルコース）年2回決算型

○１万口当たりの費用明細 (2017年２月28日～2017年８月25日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 168  0.810 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (110)  (0.530) ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 55)  (0.265) 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  3)  (0.016) ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） そ の 他 費 用 0   0.001  (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.001) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 168   0.811   

期中の平均基準価額は、20,787円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊その他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

＊各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2017年２月28日～2017年８月25日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 口 千円 口 千円 
PIMCO USハイ・イールド・ストラテジー・ファンドB-J（AUD） 2,077 19,587 6,499 62,523 

 
＊金額は受け渡し代金。 

＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

  

投資信託証券 



品 名：90001_180098_016_02_野村 PIMCO・米国ハイ・イールド債券投信（豪ドルコース）年 2 回決算型_688205.docx 

日 時：2017/9/22 15:27:00 

ページ：8 

 

－ 8 － 
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○利害関係人との取引状況等 (2017年２月28日～2017年８月25日) 

 

＜野村PIMCO・米国ハイ・イールド債券投信（豪ドルコース）年2回決算型＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜野村マネーポートフォリオ マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
公社債 137 10 7.3 － － －

平均保有割合 0.1%   
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村

證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2017年８月25日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％

PIMCO USハイ・イールド・ストラテジー・ファンドB-J（AUD） 22,304 17,882 171,685 97.6

合 計 22,304 17,882 171,685 97.6
 
＊比率は、純資産総額に対する評価額の比率。 

＊評価額の単位未満は切り捨て。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円

野村マネーポートフォリオ マザーファンド 99 99 100
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 

 

  

利害関係人との取引状況 

親投資信託残高 
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野村PIMCO・米国ハイ・イールド債券投信（豪ドルコース）年2回決算型

○投資信託財産の構成 (2017年８月25日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

投資信託受益証券 171,685 96.7

野村マネーポートフォリオ マザーファンド 100 0.1

コール・ローン等、その他 5,773 3.2

投資信託財産総額 177,558 100.0
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2017年８月25日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 177,558,354  

 コール・ローン等 5,772,686  

 投資信託受益証券(評価額) 171,685,082  

 野村マネーポートフォリオ マザーファンド(評価額) 100,586  

(B) 負債 1,741,243  

 未払収益分配金 82,593  

 未払信託報酬 1,656,540  

 未払利息 8  

 その他未払費用 2,102  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 175,817,111  

 元本 82,593,317  

 次期繰越損益金 93,223,794  

(D) 受益権総口数 82,593,317口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 21,287円
 

（注）期首元本額は127,829,586円、期中追加設定元本額は5,523,965

円、期中一部解約元本額は50,760,234円、１口当たり純資産額

は2.1287円です。 

（注）投資信託財産の運用の指図に係わる権限の全部又は一部を委

託する為に要する費用、支払金額638,636円。 
 

○損益の状況 (2017年２月28日～2017年８月25日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 8,587,190  

 受取配当金 8,588,410  

 支払利息 △     1,220  

(B) 有価証券売買損益 △ 2,171,101  

 売買益 1,453,638  

 売買損 △ 3,624,739  

(C) 信託報酬等 △ 1,658,642  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 4,757,447  

(E) 前期繰越損益金 20,371,518  

(F) 追加信託差損益金 68,177,422  

 (配当等相当額) (  86,863,111) 

 (売買損益相当額) (△18,685,689) 

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 93,306,387  

(H) 収益分配金 △    82,593  

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 93,223,794  

 追加信託差損益金 68,177,422  

 (配当等相当額) (  86,863,112) 

 (売買損益相当額) (△18,685,690) 

 分配準備積立金 43,533,063  

 繰越損益金 △18,486,691  
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 
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（注）分配金の計算過程（2017年２月28日～2017年８月25日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2017年２月28日～ 
2017年８月25日 

a. 配当等収益(経費控除後) 6,928,778円

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円

c. 信託約款に定める収益調整金 86,863,112円

d. 信託約款に定める分配準備積立金 36,686,878円

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 130,478,768円

f. 分配対象収益(１万口当たり) 15,797円

g. 分配金 82,593円

h. 分配金(１万口当たり) 10円

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 10円
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合 

分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合 

分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合 

分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2017年８月25日現在) 

＜野村マネーポートフォリオ マザーファンド＞ 
 下記は、野村マネーポートフォリオ マザーファンド全体(137,730千口)の内容です。 

 

(Ａ)国内(邦貨建)公社債 種類別開示 

区 分 

当 期 末 

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率
うちＢＢ格以下
組 入 比 率

残存期間別組入比率 

５年以上 ２年以上 ２年未満

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％ 

地方債証券 
10,000 10,033 7.2 － － － 7.2 

(10,000) (10,033) ( 7.2) (－) (－) (－) ( 7.2)

特殊債券 
(除く金融債) 

45,000 45,056 32.5 － － － 32.5 

(45,000) (45,056) (32.5) (－) (－) (－) (32.5)

合 計 
55,000 55,089 39.7 － － － 39.7 

(55,000) (55,089) (39.7) (－) (－) (－) (39.7)
 
＊（ ）内は非上場債で内書きです。 

＊組入比率は、このファンドが組み入れているマザーファンドの純資産総額に対する評価額の割合。 

＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 

＊残存期間が１年以内の公社債は原則として償却原価法により評価しています。 

 

(Ｂ)国内(邦貨建)公社債 銘柄別開示 
 

銘 柄 
当 期 末 

利 率 額 面 金 額 評  価  額 償 還 年 月 日
地方債証券 ％ 千円 千円  
山梨県 公募平成19年度第１回 1.86 10,000 10,033 2017/10/30 

小 計 10,000 10,033  
特殊債券(除く金融債)   
日本高速道路保有・債務返済機構債券 政府保証債第41回 1.7 35,000 35,053 2017/９/28 
東日本高速道路 第18回 0.387 10,000 10,003 2017/９/20 

小 計 45,000 45,056  
合 計 55,000 55,089  

 
＊額面・評価額の単位未満は切り捨て。 

 

国内公社債 
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「野村ＰＩＭＣＯ・米国ハイ・イールド債券投信（通貨選択型）」（マネープールファンド（年2回決算型）を除く）の
お申し込み時の留意点

販売会社の営業日であってもお申し込みの受付ができない日（以下「申込不可日」といいます。）が
あります。
お申し込みの際には、これらの申込不可日に該当する日をご確認のうえ、お申し込みいただきますよ
うよろしくお願いいたします。

（2017年8月25日現在）
ファンド名

年　月

円コース／豪ドルコース／
ニュージーランドドルコース
／南アフリカランドコース／
メキシコペソコース

ブラジルレアルコース

2017年８月 － －
９月 ４ ４、７
10月 － 12
11月 － ２、15、20
12月 25 25、29

※ 2017年12月までに該当する「申込不可日」を現時点で認識しうる情報をもとに作成しておりますが、諸事情等により突然変更される
場合があります。
したがって、お申し込みにあたってはその点についても十分ご留意下さい。また、諸事情等による申込不可日の変更は、販売会社に
連絡いたしますので、お問い合わせ下さい。
なお、弊社ホームページ（http://www.nomura-am.co.jp/）にも掲載いたしております。
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